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Natural disasters caused by huge earthquake have occurred in various places, and has made a great 
impact on social activities and people's lives in recent years in japan. Then the effect on transportation 
caused by disaster on earthquake is very high. The Hokkaido Eastern Iburi earthquake in 2018 caused 
geotechnical disasters, which are large slope failures in wide area, and unique liquefaction at 
Satozuka area in Sapporo city etc. In particular, serious geotechnical damages were induced in 
Atsuma town recorded 7 on the Japanese seismic intensity scale (a magnitude of 6.7). The objective 
of this study is to investigate factors for geotechnical disaster due to 2018 Hokkaido Eastern Iburi 
earthquake in these region. In this study, geomorphic and geological investigation for factor of slope 
failure occurred in the Atsuma town and that of liquefaction at Satozuka area in Sapporo city is 
discussed. In the survey, it is found that the large slope failure occurred in the Atsuma town is caused 
by Ta-d unit of Tarumae volcanic ash layer, and the type of slope failure is surface failure. 
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東－西南西方向に圧力軸を
持つ逆断層型である。また、
2019 年 2 月 21 日 21 時 22 分
にマグニチュード 5.8 となる
余震が発生し、厚真町で最大




















平成 31 年 4 月 1 日現在で、人的被害は死者 43 名（震災関連死者数を含む）、重傷 48 名、軽傷 734 名
であり、大規模な斜面崩壊が発生した厚真町は死者 36 名であり最も死者数が多かった(3)。重傷者は、む
かわ町が 24 名で最も多く、次に苫小牧市の 9 名であった。軽傷者数は、最も多いのが札幌市で 294 名、
図 2 震央分布図(2) 
図 1 震度分布図(1) 
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の地震の規模と崩壊面積の関係を示す(6)。今回の地震による斜面崩壊面積は 13.4 km2、土量は 3000 万
m3 であり、これは、札幌ドーム約 440 個分に相当する規模である。また、過去の地震の規模に対する崩
壊面積が最も多いことが分かるが、これは明治以降の主要な地震災害の中でも最も多いことが報告され
ている(6)。厚真町の地質は、深度 18 m 付近まで表層から順に、樽前山、恵庭岳、支笏カルデラを噴出源
とする火山灰で構成されており、樽前山起源の樽前降下軽石（Ta）地層は、Ta-a から Ta-d まで 4 ユニッ
トで構成されている。Ta-a は 1739 年，Ta-b は 1667 年，Ta-c は約 2000 年前，Ta-d は約 9000 年前の樽前







図 3 斜面崩壊箇所との震源分布(5) 
図 4 過去の地震の規模と崩壊面積(6) 
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21 号による日雨量 35 mm の豪雨があり地下水位が高かった可能性がある。里塚地区の地盤沈下（陥没）
は、地震発生によって地盤内の盛土材が液状化し、宅地造成前の旧河川の沢沿いに上位箇所（図 6 左下
方）から帯状に流動し、下位箇所（図 6 右上方）で地表面に流出して生じたものと考えられる(10)。なお、
柱状図では N 値が 0～1 程度の地層があるが(10)、これは空洞ではなく自沈した状態にあったとのことで
ある。
4 地盤災害の復旧と今後の課題




いる。図 7 は、2019 年 5 月末の復旧状況である。図 5 とほぼ同じ位置で上流側から下流側を俯瞰してい




















図 7 日高幌内川上流部の復旧状況(6） 写真 5 厚真川の仮復旧状況 
木幡 行宏 
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